
～クレーン構造規格参照～

１． 使用材料＝SS400

× × 10 × 15

※ 荷重条件
50 t天秤なので 50 tの1/3の集中荷重が各部材の中心に作用すると仮定し計算を行う。

・概要
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・計算
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　②短手方向Y

Pb
4 4

Mb
σ

Mb
Z

> 降伏応力以下なので使用範囲内

　③長手方向Xのたわみ
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